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ビエンチャン市サイタニー郡内の食用野生生物資源の分布と土地利用ならびに社会経済状況との関係

足達慶尚（岐阜大学大学院連合農学研究科）宮川修一（岐阜大学応用生物科学部）
Sengdeaune Sivilay（ラオス国立農林業研究所）

キーワード：生物資源，地理的分布，多様性，土地利用，社会経済状況

調査期間・場所：　2005 年 5 月 14 日 -2005 年 6 月 5 日，2005 年 7 月 9 日 -2005 年 9 月 4 日 , 

2005 年 10 月 1 日 -2005 年 12 月 11 日 , 2006 年 2 月 18 日 -2006 年 3 月 5 日 , サイタニー郡

Geographical Distribution of Biological Food Resources Utilization related with land- use and socio-economic 
situation in Xaythani district of Vientiane municipality, Laos.

Yoshinao ADACHI(The United Graduate School of Agricultural Science, Gifu University), 
Shuichi MIYAGAWA(Faculty of Applied Biological Science, Gifu University), Sengdeaune Sivilay(NAFRI)

Key word：biological resources，geographical distribution，diversity，land utilization, 

socio-economic situation.

Research period and site：14 May ‒ 5 June, 9 July ‒ 4 September, 1 October ‒ 11 December 2005, 

18 February ‒ 5 March 2006, Xaythani district.

要旨：サイタニー郡内の全村の村長を対象に食用となる野生生物資源の産出の種類別算出数について聞き取り調

査をおこない，調査結果の村間の違いと各村の土地利用，社会経済状況との関連性を検討した．水田や森林など

の場所別の産出率と土地利用，社会経済状況の違いとの間にはほとんど関係が見られなかったが，場所毎の産出

率間には強い正の相関関係がみられた．この地域の資源利用には土地景観や社会経済状況の違いよりも資源に対

する住民の意識の違いが強く働いている可能性がある．

１．はじめに

　首都であるビエンチャン特別市内のサイタニー郡では，近年のビエンチャンの都市部拡大により首都近接部の

水田の宅地化，周辺部での森林の水田化という土地利用変化や，電化製品や自動車の普及といった社会経済状況

の変化が急速におこっている．2004 年度報告では郡内の土地利用や社会経済状況を示す諸要素の村別分布を示

した．しかし，本郡内では都市化が進行する一方で未だに野生の生物資源を利用した伝統的な生活が営まれてい

る．また，野生生物資源への執着は物質的に近代化が起こった後にも見られ，車を持った市内の住人が首都近郊

の市場まで出かけ野生資源を買い求める姿も見られる．特に野生動物資源は同種であれば養殖した物よりも高価

格で取引されている．本稿では食用となる野生生物資源の種類数に着目し，村ごとの産出種類の多様度を示すと

共に，2004 年度に明らかになった土地利用や社会経済状況を示す諸要素との関連性を明らかにすることを目的

とした．

２．調査地と調査方法

　ビエンチャン特別市内サイタニー郡の全ての村（１０４ヶ村）において村長を対象に聞き取り調査を行った．

郡内の一ヶ村での聞き取り調査と市場での聞き取り調査で明らかになった野生および半野生の食用生物資源（野

菜と果物 97 種類，タケノコ 7 種類，キノコ 36 種類，虫 26 種類 ) について種類名を予め調査票に示し，これ
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をもとに当該村で産出があれば印を付ける方式でおこなった（種類名は末尾付録１）．最大種類数で産出数を除

して産出率を求めた．調査結果のデータベースを作成し，データベースを元にＧＩＳソフト（MANDARA）によ

り主題図の作成を行った．

　つづいて事前の聞き取りにより資源を産出場所別に水田(10種類)，池や川(24種類)，森林(52種類)，疎林地(51

種類 )，低地 (22 種類 )，屋敷地 (6 種類 ) の 6 つのカテゴリーに再分類した ( 末尾付録２)．次に各村の生物資源

種類を場所別に数え，この各場所の最大種類数で除して産出率を求めた．各村の産出率について GIS ソフトによ

り主題図を作成し，昨年度報告の村落特性との関連性を検討した．この分類で，森林は現地名で pa dong と呼ば

れる比較的大きな森であり，疎林地は現地名で pa khok，pa lao と呼ばれる場所である．低地は現地名で din tarm

と呼ばれる場所で雨期に冠水するが乾期は水が無くなる場所である．

　村毎の土地利用と社会経済状況に関しては 2004 年度に調査作成されたデータベースを利用した．

３．野生生物資源産出率の分布状況

　野生の野菜と果物の村別産出率は平均 72.2%，最大値 99%，最小値 39.2%であった．国道沿い，グム川沿い

でやや産出の少ない村がみられる．90%以上産出率の村も郡全体に散在している（図１）．野生タケノコの産出

率は平均 79.9%，最大値 100%，最小値 28.6%であった．南西部，北西部の国道沿いで，非常に少なくなっている．

グム川沿いでも少ない村が散見される（図２）．竹細工や農具として広く用いられる no paibaan や，食味にすぐ

れる no sangpai はそれぞれ 100%，97.1%と非常広い地域で産出されていた．野生キノコの産出率は平均 71.5%，

(%) (%)

(%) (%)
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最大値 100%，最小値 27.8%であった．郡の中央部のグム川沿い，国道沿いでやや少ない傾向が見られる（図３）．

野生の虫の産出率は平均 96.2%，最大値 100%，最小値 84.6%であった．北西部の一部とグム川沿いの一部では

少ないところもあるが，それら以外では

ほぼ全域で非常に多く産出されていた（図

４）．どの資源も最高値は 100%近くと非

常に高いが，最低値は虫以外では約 30%

程度と低い村が存在した．野菜と果物，

タケノコ，キノコに比べ，虫は郡全域で

の一様な産出がされており，そのため変

動係数は 4.6%と非常に小さい値となって

いた ( 表１)．

４．産出場所別分布

　水田産物の産出率は郡内全域で一様に高く，最低値は 60%であったが，平均は 91.5%となっていた ( 図 5)．

池や川産物の産出率は国道沿いで産出の少ない村が散見されたものの，多くの村で産出率が 70%台となってい

た ( 図 6)．森林産物はグム川の北側で産出率の高い値の村が多くみられる．郡の西部，国道沿いの中央部では産

出が少なくなっている ( 図 7)．疎林地産物の産出率は郡の南東部，西部，北東部にそれぞれ数村集中してみられ，

それらは森林産物の産出率が高い村と比較的一致している傾向が見られた ( 図 8)．低地産物の産出率は全体的に
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低い値を示していたが，特に郡南部の国道沿い，グム川沿いの一部に特に低い村がみられた ( 図 9)．屋敷地産物

の産出率は郡の西側で多い傾向にあった．また，南東部にも集中してみられた ( 図 10)．6 つのカテゴリー中で

は水田産物の変動係数が最も少なく，郡全体から一様に産出されている傾向が強く見られた ( 表 2)．また，低地

産物と池や川産物は産出度合いのばらつきが大きい傾向にあった．

　

５．土地利用と野生生物資源の産出場所との関係

　表３は土地利用に関する各項目と野生生物資源の産出場所別の産出率との相関係数を示したものである．土地

利用と野生生物資源の産出場所との間には全体的に強い関係性は見られなかったが，森林の産出物，疎林地の産

出物は他の産出物と比べ，比較的強い相関が見られた．森林の産出物は総村面積，総森林面積との間に正の，宅

地面積率との間に負の相関関係が見られた．疎林地の産出物も総森林面積とは正の，宅地面積とは負の弱い相関

関係が見られた．また，水田の産出物は宅地面積率と弱い相関が見られた． 

６．社会経済状況と野生生物資源の産出場所との関係

　表４は社会経済状況を示す前述の諸要素と野生生物資源の産出場所との相関係数を示したものである．上記の

土地利用との関係同様に野生生物資源の産出場所と社会経済状況を示す諸要素との強い関係性は見られなかっ

た．しかし，森林の産出物は他の項目と比べ比較的高い負の相関関係を開村年，冷蔵庫や携帯電話保有率との間

に示している．また疎林地の産出物も同様の傾向があったが，特に高地ラオ族との間に比較的高い負の相関が認

めたれた．開村年との間に負の相関を示したのは水田，森林，疎林地，低地の産出物であった．

７．場所別産出資源の関係

　表５に産出資源率相互の相関係数を示した．産出資源同士には土地利用や社会経済状況を示す諸要素以上に強

9 (%) 10 (%)

(%)
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い関係が見られた．とりわけ森林産物産出率と疎林地産物産出率との間では高い正の相関が認められた．

８．資源の産出に関する考察

　土地利用割合の違いと産出場所別野生生物資源の産出種類数との間には強い相関関係は見られなかった．サイ

タニー郡内の村を観察すると，土地利用区分では水田とされている場所の脇に小さな林や小川などのある場所や，

屋敷地に竹林がある多様な環境が混在しており，このような場所の資源の利用の結果，ほかの産出場所に分類し

た産物の産出が答えられている可能性がある．しかし，そのような場所は村全体の面積から見て非常に限られた

場所であるために産出量は少ないと思われる．また，今回の調査では森林産物や，疎林地産物は他の野生生物資

源に比べ総村面積率，総森林面積率，森林面積率，植林地面積率，疎林地面積率との間に比較的強い正の相関関

係，宅地面積率とは負の相関関係が見られた．これは森林産物や疎林地産物が他の産出物よりも土地利用の変化

に敏感であることを示している．森林産物や疎林地産物にはある程度の面積がないと生育できない資源もあるか

らであろう． 

　社会経済状況の諸要素と野生生物資源の産出との間にも強い相関は見られなかった．しかし，土地利用の場合

と同様に森林の産出物，疎林地の産出物は諸要素の程度と比較的強い関係を示した．また，屋敷地の産出物も比

較的これらと関係性が強いといえる．森林の産出物は電気利用開始年，冷蔵庫保有率，携帯電話保有率と負の関

係があった．これら要因は都市的特徴づける物であると考えられる．そのため都市的要因とは負の関係があると

いえる．疎林地産物産出物は高地ラオ人口率と負の関係を示したが，これには民族の違いによる利用種類の違い

が考えられた．今回の調査の対象野生生物資源の種類を低地ラオであるドンクワイ村の農民と市場の商人から聞

き出している．そのため，高地ラオの利用種類とは異なった種類が調査では挙げられていた可能性がある． 

　野生生物資源の産出と土地利用，社会経済状況の諸要因は強い関係がないが，野生生物資源同士の産出には強

い正の関係が見られた．つまり，産出場所に関わらず生物資源の産出の多い村では全体的に野生生物資源の利用

が多いといえる．特に強い関係を示したのは森林産物と疎林地産物（0.803**），森林産物と低地産物（0.705**），

疎林地産物と低地産物（0.660**）であった．森林産物と疎林地産物には共通の資源種類が列挙されており，他

の場所に比べ環境条件は類似していることが背景になっている．低地は氾濫源であるが，湿地林植生がありこの

ことが森林，疎林地と共通性を有している．これらのことは住民の資源利用に依存する程度や資源に対する意識

の村間の違いを反映しているものと考えられる．

　今回の調査は予め聞き取りしておいた品目について産出の有無を聞くものであったため，少数の村に限られる

ような資源については対象とすることができなかった可能性がある．実際の産出量，産出頻度などの程度も不明

であり今後の調査が必要である．都市的傾向の強い地域では生物資源の現存量が少なく，総森林面積や河川池沼

の多い地域では現存量が多いなどということは容易に予想できるが，住民による資源の利用量や利用品目の違い

なども考えられ，一概にその資源が不足しているか否かとは言いがたい．そのためには野生生物資源ごとの量的
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分布や利用の方法なども調査する必要がある．それらを考慮した資源の産出状況と土地利用，社会経済状況との

関連性を分析する必要がある．
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53)¢ö´¢- ¾ 1) À¹ñ©¯¸¡¦ö 18) À°
54)°ñ¡ªó- ª 2) À¹ñ©¯¸¡ª¾®¥º´©¿ 19) Á´ ¹ö¸¹ º¡
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88)Ï¾¡ìó- Ä´ 6) ÎÒ§º© 26)°ñ¡ºÀìó©
1)°ñ¡¢½Á¨ 1)ÎÒÄ´ÉÄìú 10) À¹ñ©¹ùñ Â ¡ 28)°ñ¡¹ö´
2)°ñ¡Á Ȩ̀- 2) ÎÒÄ´ÉÄ°È È̄¾ 12) À¹ñ©©ó- 85)êø-
3)°ñ¡²¾¨ 4) ÎÒ®ö 13) À¹ñ©Îû¾Á¹û 89)Ï¾¡À¢õº¦í´
4)°ñ¡º»ò- 6) ÎÒ§º© 14) À¹ñ©Îû¾ººÈ- 97)¹É¨¾£¸¾¨
7)°ñ¡®óºú¼- 1) À¹ñ©¯¸¡¦ö 15) À¹ñ©£È¾
53)¢ö´¢- ¾ 2) À¹ñ©¯¸¡ª¾®¥º´©¿ 18) À¹ñ©- ÕÏ¾¡
92)°ñ¡¢½ 3) À¹ñ©¯¸¡¥ó¡ 19) À¹ñ©ê¾
1) ªñ¡Áª- 4) À¹ñ©¯¸¡ª¾®¥º´À¹õùº 20) À¹ñ©Áê©
2) Á´ ´ñ- 5) À¹ñ©¯¸¡Ä¡È- Éº¨ 23) À¹ñ©«È¾-
3) Á´ Á£ 6) À¹ñ©¢¾¸ 24) À¹ñ©À°¾½

7) À¹ñ©®ö© 25) À¹ñ©Á û
5)°¡ñ²ò²¸¨ 8) À¹ñ©²÷ Áì 28) À¹ñ©¹¿³¾-
6)°ñ¡®í 9) À¹ñ©¹øÎø 30) À¹ñ©Â£¡
7)°ñ¡®óºú¼- 11) À¹ñ©ÂªÈ ±ö- 31) À¹ñ©Ä£
8)¦¾¨®ö¸ 16) À¹ñ©Îñ ö¸ 34) À¹ñ©À¡õºÂ£¡
9)°ñ¡°Èº 22) À¹ñ©À° 36) À¹ñ©ªó- ¡ñ®Á¡û
10)°ñ¡¡É¾´ ø̄ 26) À¹ñ©ªó- Á»© 11) Á´ ºó
11)°ñ¡®Ò 27) À¹ñ©ÏÉ¸¨ 12) Á´ ´É¾
16)°ñ¡ºÂ¹® 32) À¹ñ©ª¾Âìû 13) Á´ ¥- ÷-
17)°ñ¡ªö® 35) À¹ñ©§- 14) ¥ñ¡¥-
23)°ñ¡º»ø® 4) ¥ìÒ 15) À®í¾
52)ÎÒ¹¸¾¨ 5)¥- ¾¨ 16)®
68)ÁÎ 13) Á´ ¥- ÷- 17) ªÒ
69)®ö¸Á®û 17) ªÒ 18) À°
70)®ö¸Á© 18) À° 20) Á´ ¢ñ®
71)®ö¸¹ù¸ 19) Á´ ¹ö¸¹ º¡ 22) Ä¢È´ö©Á© khaimoddeeng
72)°ñ¡ÄÏ 20) Á´ ¢ñ® 23) Ä¢È¥ñ¡¡½¥- khaicakcan
7) Á´ ÎÉ¾ ¿ 21) Á´ À´¾¯¸¡ meengmaophuak 25)Áª- teen
8) Á´ ©¾ 22) Ä¢È´ö©Á© khaimoddeeng
9)Á´ ºÀª¾ 25)Áª- teen 12)°ñ¡Á¡ ¦í´
10) ÂªÎÉ¼¸ 13)°ñ¡Á¡ ¢ö´

14)°ñ¡¦¾®Á»û 15)°ñ¡Á¯½
19)Á£Ï¸¨ 18)°ñ¡¡½«ó- 33)°ñ¡À»õº»ð
21)°ñ¡¦í´²ð©ó 22)Ï¾¡¡½êñ- 39)°ñ¡¹Ò¹¿
34)°ñ¡ªó- ¥¿ 24)Ï¾¡¢¾´¦í´ 73)°ñ¡Ä»Ä¡ú
35)Ã®¢Ïø 29)°ñ¡¦½À´ñ¡ 75)°ñ¡μ¾ º
37)°ñ¡- ö´¨¾- 30)°ñ¡ª¸ 76)°ñ¡¦óê¾
41)°ñ¡¡É¾- ªö 31)°ñ¡¡½Â©- Â£¡ 77)°ñ¡Ä¡ÈªÒ
52)ÎÒ¹¸¾¨ 32)°ñ¡¹¸¾- 78)°ñ¡ºÂªú-
55)Ã®Ï¾¡Â´ 40)°ñ¡¡½À©ö¾¢ö´ 79)°ñ¡¢ê¾
57)Ï¾¡ªÉº 55)Ã®Ï¾¡Â´ 80)°ñ¡¢ö´¢- ¾¡
59)Ï¾¡Á È̄´ 58)Ï¾¡Á£É 94)°ñ¡¡ø©Á©
60)Ï¾¡ª¾¡¸¾ 64)Ï¾¡²ò²È -̧ 95)°ñ¡¡ø©¢¼¸
61)Ï¾¡¡É¸¨ È̄¾ 65)Ï¾¡´È¸ È̄¾ 96)°ñ¡Îº¡
62)Ï¾¡Á¨¸ 66)Ï¾¡¡Ò 3) ÎÒÄ´É¡¾¦½
63)¨º©£º- Á£- 67)Ï¾¡Ä³ 17) À¹ñ©Îû¾ê
64)Ï¾¡²ò²È -̧ 84)©º¡Á£ 21) À¹ñ©£¸¾´
65)Ï¾¡´È¸ È̄¾ 87)Ï¾¡À©º 29) À¹ñ©Î¸©
66)Ï¾¡¡Ò 88)Ï¾¡ìó- Ä´ 33) À¹ñ©À¡õºê¾´
67)Ï¾¡Ä³ 90)Ï¾¡Àºó¡ 6) Á´ §º-
82)Ï¾¡®ö¡ 91)Ï¾¡Á£É ¢ö´ 26) ´´ miim
84)©º¡Á£ 2) ÎÒÄ´ÉÄ°È È̄¾
87)Ï¾¡À©º 4) ÎÒ®ö 25)°ñ¡£¾©
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